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東京都保育士実態調査 結果の概要 
 

東京都では、今後の保育士確保、定着及び再就職支援策のための基礎資料とすることを目的に、「東京

都保育士実態調査」を実施しました。調査結果の概要は、以下のとおりです。 

 

１ 東京都保育士実態調査概要 
 

（1） 調 査 対 象｜平成29年４月から令和４年３月までの東京都保育士登録者等（書換え登録等を含む。） 

52,856人 

 
（2） 調 査 方 法 ｜インターネット回収・一部郵送回収併用 
 
（3） 調 査 実 施 期 間 ｜令和４年７月25日から令和４年８月14日 
 
（4） 回 収 数 ｜有効回収数18,239件（有効回収率39.7％ 宛先不明6,926件を除く。） 
 
（5） 調 査 項 目 ｜対象者プロフィール、現在保育士就業者の実態、過去保育士就業経験者の実態、 

保育士就業未経験者の実態 等 

 
（6） 調 査 実 施 機 関 ｜株式会社サーベイリサーチセンター 
 

 

２ 概要版の見方 

○ 本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数です。 

〇 無回答については、0.1％未満のため、表記を省略しています。 

○ 調査結果の数値は、回答率(％)で表示しています。回答率(％)の母数は、その質問項目に該当する回答者の

総数であり、その数は「ｎ」で示しています。 

○ 回答率(％)については、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しています。このため、その合

計数値は必ずしも 100％とはならない場合があります。 

○ 回答には、単数回答（○は１つ）と複数回答（○はいくつでも）の２種類があります。複数回答の場合、その回答

率(％)の合計は 100％を超える場合があります。 

○ 図表の問のタイトル及び回答の選択肢は、簡略化して表現している場合があります。正式な問のタイトル及び

回答の選択肢は、調査票を参照ください。 
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２ 調査対象者のプロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０代

31.5%

３０代

22.7%

４０代

21.9%

５０代

17.6%

６０代

5.7%

７０代

以上

0.6%

(18,239)

ｎ

配偶者有・

子供有
51.7%

配偶者無・

子供有
6.2%

配偶者有・

子供無
9.6%

配偶者無・

子供無
32.5% (18,239)

ｎ

区部

52.1%市部

33.7%

町村部

0.7%

島しょ部

0.1%

東京都以外

13.5%

(18,239)

ｎ

１歳未満

8.6%

１～５歳

25.2%

６～１０歳

18.0%

１１～１５歳

13.8%

１６～２０歳

12.2%

２１～２５歳

10.6%

２６歳以上

11.6%

(10,568)

ｎ

女性

94.0%

男性

5.8%

その他

0.2%

(18,239)

ｎ

１人

32.8%

２人

48.2%

３人

16.0%

４人

2.3%
５人以上

0.8%

(10,568)

ｎ

性別 年齢 

配偶者と子供の有無 子供の人数 

末子年齢 現在の住まい 
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○調査回答者のうち、指定保育士養成施設（専門学校／短期大学／大学／その他）での資格取得者は５割台

半ば（56.4％）、保育士試験での資格取得者は４割台半ば（43.5％）となっている。 

○調査回答者のうち、現在保育士として就業中は、６割強となっている。 

  

３ 保育士有資格者全体の実態 

現在保育士

就業中

61.8%

過去保育士

就業経験有

12.3%

保育士

就業経験無

25.9%

(18,239)

ｎ

専門（専修）学校の

保育士養成課程

16.0%

短期大学の

保育士養成

課程

19.0%

大学の保育士

養成課程

17.8%

その他養成施設の

保育士養成課程

3.6%

保育士

試験

43.5%

(18,239)

ｎ

保育士資格の取得方法 現在の就業状況 
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※「⑦その他労働条件」は、選択肢「その他の労働条件はない」と回答した方を除いて集計 

 

 

○現在の職場の満足度については、①勤務日数、④自宅からの通勤時間（片道）、⑤職場の人間関係、⑨保育

士としての仕事全体の「やりがい」度で、『満足』（「大変満足」～「やや満足」の合計）の割合が約７割から７割台

半ばと高く、③給与・賞与等が約３割と最も低くなっている。  

４ 保育士就業中の者の実態 

④自宅からの通勤時間（片道）

⑤職場の人間関係

⑥保護者や地域との関係性

⑦その他労働条件

n = (11,277)

①勤務日数

②勤務時間

③給与・賞与等

⑧保育所や法人の保育理念や
運営方針

⑨保育士としての仕事全体の
「やりがい」度
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4.6
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4.9

2.0
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21.2
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1.0
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2.5

16.0 35.8 17.0 18.5 7.8 3.3
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現在の職場の満足度 

※⑦のみ n=(9,955)  



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○職場を選択する際に重視した項目は、「勤務地」が７割強（72.3％）で最も多く、次いで、「職場の人間関係」が５

割強（51.9％）となっている。そのほか「給与が高いこと」、「休暇が多い・とりやすい」、「勤務時間・交代制の融

通がきく」、「保育理念への共感」、「福利厚生の充実度」、「やりがい」が３割台となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現在の職場で働き続けるために充実を希望する項目は、「給与」が約８割（79.4％）で最も多く、次いで、「職場

の人間関係」（58.0％）、「休暇」（52.7％）、「勤務時間・交代制の融通がきく」（43.1％）となっている。 

  

勤
務
地
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の
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こ
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全　体（n=11,277）72.3 

51.9 
38.5 36.9 36.5 35.9 35.3 34.7 
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20%
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職場選択時に重視した項目（複数回答） 

現在の職場で働き続けるために充実を希望する項目（複数回答） 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現在の職場で改善を希望する項目は、「給与・賞与等の改善」が６割強（62.7％）で最も多く、次いで、「職員数

の増員」（48.6％）、「事務・雑務の軽減」（40.1％）となど、勤務条件や労働条件に関する項目が高い割合を示

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○習得を希望する知識・技術は、「特別な支援を必要とする子どもへの接し方」（68.2％）、「発達心理学」

（67.2％）、「保育実技」（66.9％）が６割台で習得を希望している。これに「保護者への対応の仕方」が５割強

（51.0％）で続いている。 
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範
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ソ
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操
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○保育業務支援のためのシステム導入の有無は、「はい（導入されている）」が約７割（68.2％）となっている。 

○導入されていると回答した人に、それが業務負担の軽減につながっているか聞いたところ、「そう思う」（29.5％）

と「ややそう思う」（41.2％）をあわせた『そう思う』が７割（70.7％）を超え、『そう思わない』（「あまりそう思わない」

と「そう思わない」の計）が約３割（29.3％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現在の職場での役職（上位の役職）就任希望の有無は、就任したい（「はい」）は２割台半ば（23.6％）、就任し

たくない（「いいえ」）は約７割（67.1％）となっている。 

○役職（上位の役職）への就任を希望しない理由は、全体で「責任の重い仕事をしたくない」が４割強（42.7％）で

最も多く、次いで、「役職に見合った昇給が見込めない」（38.2％）、「今の仕事やポジションに満足している」

（37.0％）となっている。 

はい

（就任したい）

23.6%

いいえ（就任

したくない）

67.1%

副主任保育士等

の役職がない

9.4%

(11,277)

ｎ

責
任
の
重
い
仕
事
を
し
た
く
な

い 役
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に
見
合

っ
た
昇
給
が

見
込
め
な
い

今
の
仕
事
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ョ
ン
に
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足
し
て
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る

後
輩
の
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成
よ
り
も
子
ど
も
に

向
き
合
う
仕
事
に
取
り
組
み
た

い そ
の
他

全　体（n=7,564）42.7 
38.2 37.0 

28.7 

17.1 

 0%

10%

20%

30%

40%

50%

はい（導入

されている）

68.2%

いいえ（導入

されていない）

31.7%

(11,277)

ｎ

そう思う

29.5%

ややそう思う

41.2%

あまりそう

思わない

23.8%

そう思わない

5.5%

(7,694)

ｎ

役職（上位の役職）への就任希望の有無 就任を希望しない理由（複数回答） 

保育業務支援のためのシステム導入の有無 システム導入による負担軽減 
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○保育士就業継続の意向は、「今後も保育士として働き続けたい」と考えている者が約８割であった。 

○一方、退職を考えている者（「今後は保育士を辞め、保育士以外の職種で働きたい」（19.4％）、「今後は保育

士を辞め、働かないつもりだ」（1.9％））の割合は２割強（21.3％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現在の保育所等を退職したいと考える理由は、「給料が安い」が６割強（61.6％）で最も多く、次いで、「仕事量

が多い」が５割台半ば（54.0％）、「労働時間が長い」（35.4％）、「職場の人間関係」（30.1％）となっている。 

 

  

今後も保育士として
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体
力
含
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介
護
等

）

転
居

配
偶
者
の
意
向

そ
の
他

全　体（n=2,399）
61.6 
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14.1 

 0%

20%

40%

60%

80%

保育士就業継続の意向 

保育士退職意向の理由（複数回答） 
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○保育士を辞めた理由は、「職場の人間関係」が３割強（31.5％）で最も多く、次いで、「仕事量が多い」

（23.1％）、「給料が安い」（22.1％）、「健康上の理由（体力含む）」（20.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○復職する場合の希望条件は、全体で「勤務時間（１日）」が７割台半ば（73.8％）で最も多く、次いで、「給与等

（年収）」が約７割（69.0％）、「通勤時間（片道）」（61.6％）、「勤務日数（週）」（57.3％）となっている。 
  

５ 過去に保育士就業経験がある者の実態 
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介
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そ
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雇用の条件さえ

合えば、働きたい

又は保育の

仕事に転職したい

59.0%
都内では働く

予定はない。

保育士として

働く予定はない

41.0% (2,156)

ｎ

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○都内における保育士復職意向は、「雇用の条件さえ合えば、働きたい又は保育の仕事に転職したい」が約６割

（59.0％）となっている。 

○復職希望時期は、「１年以上先」が５割強（52.5％）と最も多く、「令和５年４月から」が２割（20.9％）となってい

る。調査時点から半年以内（「すぐにでも」と「半年以内」の計）という者も２割台半ば（26.3％）みられた。 

 

 

  

すぐにでも

11.2%

半年以内

15.1%

令和５年

４月から

20.9%

１年

以上先

52.5%
(1,272)

ｎ

都内における保育士復職意向 復職希望時期 
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○保育士として未就業の理由は、全体で「幼稚園での勤務を希望した」が２割（20.9％）を超え、僅差で「希望する

給与等待遇の求人がなかった」と「別の職種を希望した」がともに約２割（19.2％）で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保育士として就業する場合の希望条件は、全体で「給与等」が７割台半ば（74.6％）、「勤務時間」が７割

（70.5％）を超えており、次いで、「勤務日数（週）」（57.6％）、「通勤時間（片道）」（48.5％）となっている。 

○一方、「どのような条件でも保育士として働くつもりはない」は 2.8％にとどまり、現在未就業者であっても条件次

第で就業に繋がる可能性があると言える。 

  

６ 保育士としての就業経験がない者の実態 

給
与
等

（
年
収

）

勤
務
時
間

（
１
日

）

勤
務
日
数

（
週

）

通
勤
時
間

（
片
道

）

保
育
所
や
法
人
の
保
育
理
念
や

運
営
方
針
へ
の
納
得
感

自
身
の
キ

ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
が
可
能
／

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と

雇
用
形
態
　
正
規
職
員
雇
用

働
く
こ
と
が
可
能
な
家
庭
の
状
況

雇
用
形
態
　
パ
ー

ト
・
非
常
勤
雇
用

研
修
等
の
再
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加

自
身
の
健
康
状
況
の
改
善

求
人
情
報
の
提
供

雇
用
形
態
　
派
遣

そ
の
他

ど
の
よ
う
な
条
件
が
あ

っ
て
も
保
育

士
と
し
て
働
く
つ
も
り
は
な
い

全　体（n=4,720）

74.6 70.5 
57.6 

48.5 42.9 36.3 31.3 27.1 26.1 
15.8 10.6 8.4 4.3 7.2 2.8 
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で
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育
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意
思
は
な
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っ
た

勤
務
日
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す
る
求
人
が

な
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っ
た

自
分
に
は
適
性
が
な
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と
感
じ
た

家
事
・
育
児
に
専
念
し
た
か

っ
た

働
く
必
要
が
な
か

っ
た

家
族
等
の
意
向

就
職
活
動
を
し
た
が

、
採
用
さ
れ
な

か

っ
た

そ
も
そ
も
保
育
士
の
求
人
の
情
報
が

な
か

っ
た

そ
の
他

全　体（n=4,720）

20.9 19.2 19.2 
14.7 13.5 

8.3 8.1 6.1 
2.4 1.8 0.5 

24.3 
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20%

30%

保育士として未就業の理由（複数回答） 

保育士として就業する場合の希望条件（複数回答） 
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○都内における保育士就業意向は、「雇用の条件さえ合えば、働きたい又は保育の仕事に転職したい」が６割台

半ば（63.2％）となっている。 

○就業希望時期は、体で「１年以上先」との回答が６割台半ば（63.7％）となっており、「令和５年４月から」が２割

弱（18.9％）となっている。調査時点から半年以内（「すぐにでも」と「半年以内」の計）という者も２割弱（17.4％）

みられた。 

 

 

＜参考＞令和４年度東京都保育士実態調査 報告書（全文） 

 

雇用の条件さえ

合えば、働きたい

又は保育の

仕事に転職したい

63.2%
都内では働く

予定はない。

保育士として

働く予定はない

36.8%

(4,589)

ｎ

すぐにでも

8.1%

半年以内

9.3%

令和５年

４月から

18.9%

１年

以上先

63.7%
(2,901)

ｎ

都内における保育士就業意向 就業意向時期 
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